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総 括 

 

 

令和 4 年度の事業計画では、長引くコロナ禍の中でも、エッセンシャルワ

ーカーとしての役割を果たすトラック運送事業者の経営基盤を支えるため、

標準的な運賃の周知・活用や働き方改革関連法と改善基準告示見直しに対応

することを重点的に取り組みました。 

また、トラック輸送の重要性や必要性を幅広い年代に PR し、人材不足に

悩むトラック運送業界への就職希望者の増加を目指しました。このため、

SDGs への対応事業や法令遵守の一助となる事業の実施など、社会的責任を

果たすことにも注力しました。 

また、交通事故を撲滅するため、独自の重点目標を定め、様々な取り組み

を推進するとともに、輸送の安全の確保に係る人材育成のための実践的研修

の充実を図りました。 

さらに、事業継続計画（BCP）に基づく緊急物資輸送体制の整備に向けた

諸対策や、老朽化したトラック会館の建て替え工事への着手など、全会員の

理解と協力により取り組んできました。 

以上の取り組みにより、令和 4 年度は、トラック運送事業者の経営基盤の

支援や人材確保に加え、交通事故防止や BCP 策定、社会的責任の遂行など、

様々な課題に取り組み、業界の発展に貢献することができました。今後も、

引き続き会員の皆様のご支援・ご協力をいただきながら、業界の発展に取り

組んでまいります。 
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◎主な事業活動 

 

１．経営支援事業 

「エッセンシャルワーカー」として従事するトラック運送事業者の経営基盤を 

支えるため、「標準的な運賃の届出促進及び活用」「コロナ禍における持続的な発  

展」「生産性の向上による経営改善」を重点施策とし、事業者を支援した。 

 

（１）標準的な運賃を活用した適正取引の推進 

①標準的な運賃活用セミナー  （R4.12.12）           参加者  54名 

 

②「標準的な運賃」に係る実態調査の実施 

適正運賃収受のため、会員の実情を的確に捉えつつ需要と齟齬が無い

施策を行う事を目的に｢標準的な運賃｣の浸透・活用状況等の実態を把握

するアンケート調査を行った。          回答件数 659 件 

 

（２）コロナ禍を見据えた経営改善 

・経営革新セミナー〔石油情勢〕（R4.11. 4）        参加者  36 名 

 

 （３）生産性向上の効果的な推進 

・中小トラック運送事業者のための IT 活用セミナー 

（R4.12. 2）          参加者  14 名 

 

 （４）経営支援及び各種講習等に係る助成 

①交付金及び近代化基金果実による利子補給 

◇近代化基金融資及び利子補給 

・融資推薦 

     一般融資 4 件 85,220 千円 

ポスト新長期適合車融資 46 件 1,010,210 千円 

・利子補給額（全ト協負担分を含む） 11,201 千円 

②信用保証料の助成 95 件 21,041 千円 

③各種技能講習受講助成 

④貨物自動車運転免許取得助成           

832 名 

347 名 

⑤中小企業大学校講座受講促進助成 8 名 

 

（５）セミナーの開催 

①経営革新セミナー〔今後の中小企業のあり方〕 

(R5. 2. 1)          参加者  70 名 

②支部セミナー（9 支部 15 回開催） 

 

２．交通安全・環境対策事業 

《交通安全対策》 

  運輸行政や愛知県警、各種交通安全団体と連携しながら、交通事故削減に向
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参加状況 計 第一 第二 第三 第四 尾東 尾西 知多 西三 東三 事務局

会員数 1,402 128 115 140 104 207 241 115 218 134

チーム数 13,855 2,449 1,075 840 873 1,504 2,083 692 3,367 959 13

参加人数 69,275 12,245 5,375 4,200 4,365 7,520 10,415 3,460 16,835 4,795 65

達成チーム数 11,189 2,005 861 683 661 1,160 1,630 551 2,872 755 11

達成率 80.8% 81.9% 80.1% 81.3% 75.7% 77.1% 78.3% 79.6% 85.3% 78.7% 84.6%

死亡 重傷 軽傷 物損 計

1 6 196 12 215

30K未満 30K以上

5 249 187 542 281 63 687 57 156 643 2,870
（前年度） 6 325 305 581 318 86 694 66 181 782 3,344

交通事故件数

交通違反件数

速度超過
飲酒等 シートベルト 携帯電話 信号無視 一時停止 駐車違反 歩行者妨害 その他 計

けた取組を実施し、「スマートドライブ」「スピードダウン」等の標語を効果的

に用いながら輸送の安全の徹底を図った。 

 

（１）交通事故抑止活動の推進 

◇愛ト協重点目標 

      ・県内での会員による事業用貨物自動車死亡事故発生数 5人以下 

      ・飲酒運転「ゼロ」 

      ・運転中の携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底 

 

〔愛知県内における交通死亡事故発生状況〕 

 2022年(1～12 月) 2021年(1～12 月) 

県内発生数 － 137名 － 117名 

事業用貨物 19件  19名 20件  20名 

会員第一原因  5 件   5名  2 件   2名 

 

①「トラック・セーフティ・ラリー」の実施（R4.7～12） 

◇参加数：1,402社（13,855 チーム） 69,275名 

達成率：80.8％（11,189チーム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈表 彰〉 

・中部運輸局長表彰 

＊名古屋第二支部 

 石黒運送㈱ 

 

・愛知県警察本部交通部長・愛ト協会長連名表彰 

＊名古屋第一支部 

 メーエン運送㈱、㈱エクシング名古屋営業所、鬼頭運輸倉庫㈱ 

 

＊名古屋第二支部 

 唐津運輸㈱、森川運輸㈱、㈱トーシンロジテク 
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＊名古屋第三支部 

中部システム㈲、森実運輸㈱名古屋支店、㈱フジトランスライナー 

＊名古屋第四支部 

 中部運輸㈱、灘崎㈱名古屋営業所、㈱アサヒセキュリティ名古屋南営業所 

＊尾東支部 

㈱銀正、共同輸送㈱中京物流センター、アトラスカーゴサービス㈱ 

＊尾西支部 

㈲コトブキ運輸、高山運輸㈱、㈱ダイエックス中部 

＊知多支部 

 田中運送㈲、㈲常滑荷役、豊明運輸㈱ 

＊西三支部 

 岡崎流通サービス㈱、宮崎運輸㈱、中島急送㈱ 

＊東三支部 

     ㈲前田運送、ミナト運輸㈱、東海ワークス㈱ 

 

②トラック安全デー活動等の推進 

・トラックの日に向けた県内統一パレードの開催（R4.10.7～9） 

     場所：中部トラック総合研修センター 

            （トラック TVは愛知県内全域） 

         車両：トラック TV（アドトラック）２両（3日間） 

                事業者借上車両 3両 

・各支部における交通安全運動の展開                  75回 

・各支部における交通安全講習会の開催            6回 

・スピードダウン！ゆっくり走ろう！運動の展開 

   車両横断幕の作成 

   車外用ステッカーの配布 

   啓発用のぼり旗の配布 

 

③事故防止セミナー・研修会の実施 

・第１回事故防止セミナー（事故の未然、再発防止） 

・第２回事故防止セミナー（飲酒、ながら運転禁止） 

・第３回事故防止セミナー（目の健康） 

・運輸安全マネジメントセミナー(運輸防災) 

・プラン 2025 目標達成セミナー 

・トレーラの安全な使用及び法改正等に係る研修会 

参加者 114 名 

参加者 110 名 

参加者 60 名 

参加者 127 名 

参加者 126 名 

参加者 35 名 

  

 

    ④安全教育に対する支援等 

・セミナーの開催  （R4.4.15）              参加者 121名 

ホームページで公開しているドライバー向け交通事故防止研修  

コンテンツ（e ラーニング）について、新規コンテンツである「事 

故要因対策パッケージ」の効果的な使用方法を周知した。 
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 （２）「交通安全表彰」の実施（表彰対象年度令和 3 年度） 

①交通安全功労会員表彰                       57 社 

②交通安全特別賞（１０年間無事故継続）               13 社 

③交通安全金 賞（  ７年間無事故継続）               17 社 

④交通安全銀 賞（  ５年間無事故継続）                25 社 

⑤交通安全銅 賞（  ３年間無事故継続）                31 社 

⑥１年間無事故認定                           246 社 

 

（３）安心・安全を支援する事業の実施 

    ①ＥＭＳ機器                       2,348基 

    ②ドライブレコーダー                   2,378基 

    ③安全装置 

      ・後方視野確認支援装置                 408基 

 ・追突防止装置                     689基 

 ・高度点呼時運用管理機器（ＩＴ点呼）            3 基 

 ・アルコールインターロック                0 基 

 ・ながらスマホ防止装置                   0 基 

④運行管理に関する講習 

      ・運行管理者一般講習受講               3,433名 

       ・運輸安全マネジメント講習会受講                 35名 

⑤運転適性診断の受診 

        ・自動車事故対策機構（初任・適齢）              4,917名 

        ・ヤマト・スタッフ・サプライ（初任・適齢）       1,170名 

⑥自動車安全運転センター 運転記録証明書等の取得（TSR 分のみ） 

                            70,194件  

⑦睡眠時無呼吸症候群(SAS)スクリーニング検査受診者数(全ト協分含む) 

  

                           2,676 名 

⑧運転不能障害疾患診断 

        ・脳ドック（認知症診断を含む）受診                816名 

        ・心臓ドック受診                         123 名 

 

（４）トラックドライバーの輸送の安全に対する意識の向上策 

〔愛ト協〕 

     ◇第 54 回愛ト協トラックドライバーコンテストの開催（R4.9.4） 出場者 52名 

大 型 部 門 優勝 中 京 陸 運 ㈱ 弥 富 営 業 所 武田栄二 

中 型 部 門 優勝 カ リ ツ ー ㈱ 刈 谷 北 営 業 所 坪中貴之 

トレーラ部門 優勝 カリツー㈱安全教育研修センター 松井謙顕 

   女 性 部 門 優勝  岡崎通運㈱上郷ロジネットセンター  草野真理子 

    〔全 国〕 

    ◇第 54回全国トラックドライバー・コンテストへの出場（R4.10.22～23） 

        11 トン、4 トン、トレーラ、女性部門へ１名ずつ出場 
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（５）「トラック Fes2023」の開催（R5.2.19） 

    場  所：ポートメッセなごや 

    来場者数：約 11,000名 

 

《環境対策》 

自動車交通環境改善に向けて、各種助成事業の実施やエコドライブの推進、環

境対応車の普及等を行った。 

 

（１）自動車交通環境改善への対応 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．企画広報事業 

トラック輸送の重要性や必要性を幅広い年代にＰＲし、多くの就職希望者を増

やすことを目的として次の事業を実施した。 

 

（１）人材確保対策 

①就職支援 

・就職面談会の開催（ウインクあいち） 

第 1回 43社出展／来場者 231 名 のべ面談数 1,047 名［R4.9.18］ 

第 2回 46社出展／来場者 236 名 のべ面談数 1,256 名［R5.3.5］ 

・ミニ就職面談会の開催協力 

      ハローワーク名古屋中（同所 会議室） 

「トラックセミナー」 

「チャレンジしてみよう！ドライバーの就職相談会」 

（トラックのみ） 

 8社出展／来場者 36名（業界経験者 7 名） 

・一般求職者向け会員専用求人サイト「Entry pocket」の開設運用 

283社参加／閲覧数 18,785ページビュー／応募 303 名 

 

・人材確保対策特設サイト「truckaichi.com」の開設運用 

閲覧数 120,000 ページビュー 

 

 

①第 11 回省エネ走行競技会（R4.12.10） 16 社 出場者 26 名 

②環境対応車導入促進助成  

・天然ガス自動車 1 台 

・ハイブリッド自動車  22 台 

③グリーン経営認証取得の促進  

・グリーン経営認証取得助成（新規：10 社 更新：83 社） 

④アイドリングストップ支援機器 5 基 

⑤環境改善事業に対する支援  

・運送業における SDGs 実践セミナー 参加者 70 名 
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②教育機関向け活動／ＰＲ 

・高校内進路ガイダンス 

（半田工科高校 R4.5.24、誉高校 R4.6.15、豊橋中央高校 R4.6.20、 

 新城有教館高校 R4.6.30、豊田大谷高校 R4.7.12、 

半田農業高校 R4.11.17、福江高校 R4.12.1、岩津高校 R5.2.13、 

碧南工科高校 R5.3.13、鶴城丘高校 R5.3.17） 

・会場形式進路相談会 

（津島会場 R4.4.13、新城会場 R4.5.31、名古屋会場 R4.7.15、 

 津島会場 R4.11.10、豊田会場 R5.3.14） 

・物流出前授業 

（中島小学校 R4.11.17） 

③ インターンシップ 

 ・退職自衛官のインターンシップ（R5.2.15～17） 

受入事業者  3 社／中京陸運㈱、丸太運輸㈱、名鉄運輸㈱ 

参 加 隊 員 11名／3組に分かれ、3社を 1日ずつ交代で訪問 

④ セミナーの開催 

・人材確保セミナー［R4.11.29］ 参加者 35名 

⑤ 参加型イベントの開催 

・業界ＰＲイベントの開催 

オアシス 21・銀河の広場にて「トラックふれあいフェア in オアシ

ス 21」を開催、同広場を訪れるファミリー層などへ業界を PRした

［R4.6.18］ 

 

（２）機関誌「トラックあいち」、ホームページ、SNSによる情報提供の充実    ・

① ホームページ 1,013,700 ページビュー／311,281ユーザー 

② フェイスブック 4,657リーチ 

③ ツイッター   4,179,243インプレッション 

④ トラックあいち 毎月 1 回 12 回発行 

⑤ 公式マスコットキャラクターあいとの運用（計 20 回出動） 

 

（３）各種メディアによる広報 

① ラジオ放送［R4.9.11～10.23／R5.2.18～3.19］ 

東海ラジオ(164 本)、FM AICHI(250 本)、ZIP FM(64 本)各局において、

「トラックドライバーの使命」「ライフラインを止めない」の 10 秒と

20 秒 3 種類、「トラックはくらしと経済を支えるライフライン」の 20

秒 5種類及び就職面談会告知を放映。 

② YouTube 動画配信［R4.1.20～］ 

生活と経済のライフラインを支えるドライバーの社会的重要性を訴

求する 77秒動画を制作し配信（総再生回数 518,918 回） 

 

４．労働環境改善対策事業 

働き方改革実現に向けて、運転者の職場環境改善を支援するため、「働きやすい
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職場認証制度（運転者職場環境良好度認証制度）」の取得支援及び広報活動を実施

するとともに、「生産性の向上」「法令遵守」「労働災害防止」に係る活動を展開し

た。 

また、令和６年４月施行の改善基準告示の改正に向けて、厚生労働省、国土交通

省及び全日本トラック協会と連携を密にして活発な情報交換を行った。 

 

（１）働き方改革関連法と改善基準告示見直しへの対応 

① 働き方改革関連法と改善基準告示見直しに係る周知 

 令和５年４月施行の「中小企業への時間外割増賃金率の引上げ（25

％→50％）適用」及び、令和６年施行の「時間外労働の上限規制（年

９６０時間適用）適用」と「改善基準告示の改正」について、愛ト協

ホームページ内にて情報を発信することに加え、各種リーフレットを

配布した。 

② ２０２４年問題関連セミナーの開催 

・同一労働同一賃金対応セミナー［R4.7.27］ 

参加者(会場 13 名オンライン 44名） 

・２０２４年問題対策セミナー［R4.10.13］ 

参加者(会場 100名オンライン 131 名） 

・新しい改善基準告示研修会［①R4.11.22／②R4.11.24／③R4.12.2］ 

参加者(会場①64名、②38名、③36名オンライン非配信） 

 

（２）『働きやすい職場認証制度』の周知及び取得支援 

① 働きやすい職場認証取得促進助成金（申請 149社 326営業所） 

②「働きやすい職場認証制度」ＰＲ用ステッカーの制作配布 

(30社 1,318枚) 

    ③ 就職面談会にて周知 

 

（３）トラック輸送の生産性向上・物流の効率化を目的とした「ホワイト物流」

推進運動の周知及び自主行動宣言の促進 

愛ト協ホームページ内に啓発用特設ページを制作し、生産性向上や物流

の効率化と共に女性や高齢者も働きやすい「ホワイト」な労働環境を実現

するための本制度への積極的な参加を促進した。 

 

（４）労働災害防止対策の推進 

① 労働災害防止に係る活動 

道路貨物運送業における労働災害防止を効果的に進めるため、愛知労

働局による県下一斉パトロールに協力し、各支部にて合同パトロールを

実施した。［局幹部合同R4.10.6飛島、県下9監督署合同 R4.9.21～10.15］ 

 

② 健康起因事故防止セミナー等の開催 

・健康起因事故防止セミナー［R4.10.12］ 

参加者(会場 35 名オンライン非配信） 
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・健康管理セミナー［R4.11.8］ 

参加者(会場 65 名オンライン 48名） 

・睡眠時無呼吸症候群セミナー［①R4.11.9／②R5.1.25／③R5.3.8］ 

参加者(会場①14名、②8名、③11 名オンライン非配信） 

 

（５）愛知県トラック輸送における取引環境・労働時間改善地方協議会の開催 

第 16 回地方協議会を愛知運輸支局と共同開催し、荷主や行政等と情報

を共有し認識の統一を図った。また、物流の重要性の啓発活動の一環とし

て標準的な運賃の収受に向けた一般向け動画を YouTube にて配信した。 

［R5.3.10］ 

 

５．研修事業 

物流事業の総合的スキルを身に付けるため、ドライバー、事務職員、管理

職等の職種や経験に合わせた研修カリキュラムの充実を図り、出張型の適性

診断（一般）と運行管理者一般講習も継続して行った。 

 

（１）研修事業 

◇乗務員対象研修 

・ドライバー研修(基本プラン)            16 回  88 名 

・ドライバー研修(初任プラン)            16 回 164 名 

・ドライバー研修(一般プラン)            16 回  68 名 

・乗務員研修 （ドライバー運転１日、添乗指導者養成他）        71 回  808名 

・運転練習支援                   41回   41名 

 

◇事務職・管理職対象研修 

 ・リーダー能力向上研修                2 回  37 名 

 ・事務員初級研修                    1 回  26 名   

              

 

◇経営者・管理者・指導者対象研修 

 ・第 30 期 物流大学校講座              36 社 45 名 

  

 ・第 26期 物流安全管理士講座            18 社  23名 

 

◇会員独自の研修会等の開催支援（カスタマイズ研修） 

 ・研修・講習・競技会等             245 回 3,451 名 

 

（２）運転適性診断事業 

◇初任診断                    195回 1,327名 

◇適齢診断                     146 回 406 名 

◇一般診断(研修、出張)               24 回 428 名 
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（３）運行管理に関する講習事業 

     ◇基礎講習                       7回 449 名 

     ◇一般講習                                         10回 622 名 

     ◇一般講習（出張）                 9回 472 名 

 

（４）総受講者数（受診者数含む）                  8,455 名 

 

６．適正化事業 

貨物自動車運送事業法をはじめとする、関係法令の改正等の周知・対応に重点

を置き巡回指導を実施した。また、法令遵守等の一助となるセミナー・研修会を

開催した。 

 

（１）適正化事業の推進 

①巡回指導 

◇通常巡回                                     983事業所 

◇新規巡回                                        233事業所 

◇特別巡回                                          6事業所 

◇個別指導                                         66事業所 

※通常・新規巡回評価内訳 

Ａ評価 744 件/Ｂ評価 309件/Ｃ評価 111件/Ｄ評価 27 件/Ｅ評価 22 件/ 

その他 75件 

 

②法令遵守体制の構築支援 

      「運輸安全マネジメント掲示用ポスター」、「国土交通省告示 1366

号教育指導マニュアル」、「巡回指導項目自主点検チェックシート」、

「参考事例・解説集」といった各種リーフレットを作成・配布した。 

 

③法令遵守等のセミナーの開催［R4.11.16］ 

  ・巡回指導及び運輸監査の現況について 参加者 401名 

       

（２）フォローアップ体制の強化 

          

◇改善基準告示研修会（3 回） 133 事業者  

   （オンライン配信） 180 事業者 

◇フォローアップ研修会（4 回） 125 事業者 

   （オンライン配信）  50 事業者 

 

（３）新規事業者等に対する法令遵守の推進 

◇新規事業者講習会（4回）                       15事業者 
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（４）指導員の資質向上及び各組織との連携 

◇愛知県貨物自動車運送適正化事業実施機関評議委員会        1回 

◇中部ブロック適正化事業実施機関と中部運輸局との連携合同会議        1回 

◇中部ブロック適正化事業連絡会議                         1回 

◇行政関係機関等の連絡会議                     12回 

◇労働局との合同による巡回指導               37回 

◇全国貨物自動車運送適正化事業実施機関研修会              4回 

 （初級研修、特別研修、スキルアップ研修） 

 

（５）安全性評価事業（Ｇマーク）の認定に向けた支援 

◇申請事前相談会の開催                98事業所

◇認定事業者数  423事業者 537事業所（うち新規 75 事業所） 

(県内認定対象総数：4,652 事業所中 1,895事業所認定／認定率 40.5％) 

 

７．災害物流対策事業 

大規模災害の発生に備え、緊急輸送体制及び各拠点における備蓄品等の更なる

整備に努めるとともに、全日本トラック協会と連携し自治体の要請に的確に対応

できる人材の育成と訓練を実施した。 

 

（１）災害物流体制の整備 

事業継続計画（BCP）に基づき、緊急輸送車両依頼事業者等の拡大に

努めるとともに、広域災害発生時に災害対策本部となるトラック会館本

部、及びその代替地となる研修センター等の資材を整備した。 

 

（２）災害物流専門家の育成 

    ・全日本トラック協会と連携して行う「災害物流専門家研修」を実施し

た。 

 

（３）総合防災訓練への参加 

◇防災訓練参加回数：11回 

◇参 加 台 数：19台 

◇参 加 人 員：33名 

 

◇広域物資輸送拠点における運営訓練 

①令和 4年 11月 3日（木・祝） 

～4日（金） 

〔愛知県・豊田市・みよし市〕 

車両 2台／災害物流専門家 2名 

 

８．賀詞交歓会の開催（R5.1） 

◇場 所：名古屋東急ホテル 

◇参加者：211 名 
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９．その他活動 

 （１）各種陳情要望 

◇愛知県（R4.6） 

 ・要望：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 

による燃油価格高騰対策 

◇公明党愛知県本部 懇談会（R4.9） 

・参加者：公明党国会議員等 会長・副会長・専務理事 

・要 望：トラック運送業界からの最重点要望事項 

◇自由民主党愛知県本部 政策懇談会（R4.9） 

・参加者：自由民主党国会議員等 会長・専務理事 

・要 望：トラック運送業界からの最重点要望事項 

◇愛知県警察本部（R5.3） 

 ・要 望：名古屋高速道路における最高速度の引き上げ 

◇令和 5 年度 税制改正・予算に関する要望活動 

・要望先：衆議院議員 21名、参議院議員 9名 

 

（２）支部活動の充実 

本部・支部・研修センターが連携し､各種行事への参加に努めた。 

 

（３）未加入事業者の入会促進(入会会員：64社) 

◇適正化事業実施機関が行う巡回指導 

◇中部運輸局愛知運輸支局講習会での説明(4回) 

 

  （４）部会機能の活動支援 

    品目別部会、青年部会、女性部会の活動を支援するため、全日本トラッ

ク協会の各部会との情報交換等に努めた。 

 

  （５）働き方改革関連法への対応 

協会事務局において、勤怠管理システムの導入による適切な勤怠管理

に加え、グループウェアや電子決裁の導入部門を増やし事務迅速化によ

る労働時間の短縮等に努めた。 

 

  （６）調査研究の推進 

全日本トラック協会及び愛知県名古屋市道路利用者会議と連携し、行 

政機関に対して渋滞箇所や休憩場所について改善されるよう要望活動を 

行い、道路交通環境改善に努めた。また、重要物流道路や重さ・高さ指 

定道路についても要望活動を行った。 
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◎会 議 

 

１．会 議 

   ◇理  事  会              7回 

   ◇常任理事会              9回 

      ◇正副会長会議            11回 

   ◇総務委員会             12回 

      ・近代化基金運営専門委員会    8回 

      ・業務施設運営専門委員会    11回 

   ◇経営研究委員会           3回 

   ◇交通・環境対策委員会          5回 

   ◇災害対策委員会             2回 

   ◇適正化事業特別推進委員会      2回 

   ◇研修センター運営委員会       2回 

      ・研修検討委員会        1回 

   ◇企画広報委員会           2回 

   ◇労働委員会             3回 

 

 

２．部会等 

 

（１）特別積合せ部会（22 社） 

ドライバー不足など厳しい事業環境が続く中、輸送秩序の確立を図る

ため、「運営委員会」（総会、委員会 5 回）、「ブロック会議」（名古

屋中・南、小牧、一宮、西三河、東三河の県内６ブロック）を開催し、

諸問題について会員相互の情報交換を行い、連携を深めた。 

 

（２）青年部会（150社）  

若手経営者の自己研鑽の場として、セミナーや会員交流事業等を

三つの委員会（研修・事業・企画）で協議を重ね開催した。10 月に

は全ト協中部ブロック大会が静岡県にて開催され、全国の青年経営

者との交流を深めた。その他、全国の他ブロック大会への参加、他

団体青年組織との交流会を行い、積極的に意見交換を行った。ライ

ブ配信やオンライン会議を積極的に活用し、次年度に向けた先進的

事業の調査研究にも取り組んだ。 

 

（３）女性部会（33 社） 

部会として業界動向セミナーを開催し、法改正による業界への影響と

今後の展望について学んだ。また、中部ブロック会議においては、感染

症対策と事務効率化のため、ＺＯＯＭを活用したＷＥＢ会議を導入し、

部会活動について積極的に意見交換を行った。 
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（４）品目別部会 

◇中部タンクトラック部会（51社） 

会員に対し最新有益な情報を提供し事業の利便を図る為、ホームペー

ジを随時更新した。安心・安全に関しては、災害や事故などの不測の事

態に会員各社が協力して社会的な影響を最小限に抑えるための相互援

助協定である「９９ネット中部」を継続した。 

また、危険物取扱の安全確保・未然事故防止を目的とした「荷卸し時

の相互立会い」推進活動、「単独荷卸しに係る運行管理者研修」を昨年

に引き続き実施した。 

 

◇生コン部会（23社） 

厳しい経済状況に対応すべく各種会議を定期的に開催した。会員相互

の情報交換を積極的に行ったほか、全日本トラック協会生コン部会を通

じ全国の部会員との連携強化や事故防止活動に努めた。 

 

◇セメント部会（18 社） 

荷主との懇談会等を開催し、適正運賃の収受の必要性やトラック運送

業界が抱える問題の情報発信に努めた。また、全日本トラック協会セメ

ント部会を通じ全国の部会員との連携強化や事故防止活動に努めた。 

 

◇ダンプトラック部会（16社） 

先行きの見えない経済情勢の中、全体会議等を開催した。厳しい状況

に対応するため、全日本トラック協会にて行われた会議内容及び各部会

員の課題について、会員相互の情報交換を積極的に行った。 

 

◇海上コンテナ部会（264社） 

集中管理ゲート及び SOLAS 条約に基づく出入り管理情報システムの

管理・運用を行った他、多機能ＲＦＩＤタグ（第３世代）の開発及び導

入、返却コンテナの洗浄、ラベル剥離等の付帯作業が抱える問題点や「国

際海上コンテナの安全輸送ガイドライン」の周知状況等について、関係

行政や関連団体と協議・協力を行った。また、毎月ターミナルパトロー

ルを実施し、構内ルールの遵守や安全運行を呼び掛けるとともに、港湾

道路における路上駐車シャーシの改善指導や全日本トラック協会海上

コンテナ部会と共催で安全輸送講習会を行った。 

更に、蟹江警察署、愛知運輸支局等と合同による緊締装置の街頭指導

を実施し、横転事故防止に努めた。また、名古屋港管理組合、飛島村役 

場と合同により「クリーンキャンペーン」と題し、地域の清掃活動を行

った。 

 

◇重量品鉄鋼部会（43社） 

全日本トラック協会の３部会（重量部会・鉄鋼部会・鉄骨橋梁部会）

の会議及び研修会へ積極的に参加し、他県との意見交換等を行った。ま
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た、特殊車両の通行に関する指導取締・規制緩和の一部改正や通行制度

創設に係る道路法改正等に伴い、正しい理解と周知徹底を図るため、全

会員に情報共有を行った。 

 

◇食料品部会（26社） 

会員相互の意見交換並びに情報共有を図るため役員会を開催した他、

労働環境改善策の一環として「最新点呼導入セミナー」を実施した。ま

た、関わりの深い愛知県冷蔵倉庫協会と意見交換会を実施し、食料品業

界の労働環境の改善と発展に努めた。 

 

◇引越部会（24 社） 

セミナーを開催し輸送の安全を取り巻く現状と取組みについて学ぶ

と共に、部会独自のホームページを活用し部会員へ最新情報を積極的に

提供した。引越講習（基本・管理）には、当部会からも多数参加し、引

越運送約款を中心とした基礎知識の習得・再確認と専門知識の習得に努

めた。 
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◎庶  務 

 

１．会  員 

 令和 5 年 3月 31 日現在    会員総数 2,699社 

 支部 会員数 支部 会員数 

名古屋第一支部 212 尾 西 支 部 492 

名古屋第二支部 203 知 多 支 部 262 

名古屋第三支部 231 西 三 支 部 413 

名古屋第四支部 209 東 三 支 部 255 

尾 東 支 部 422 合 計 2,699 

※入会：64社・退会：43社 

 

２．役  員 

◇役員数（R5.3.31 現在） 

  ・会 長  1名 

  ・副 会 長  7名 

 ・常 任 理 事 24名 

 ・理 事 59名 

 ・常 務 理 事  2名 

・監 事  3名 

３．総  会 

◇第 16 回 通常総会   R4.6.20（名古屋東急ホテル） 

 

４．表彰関係（敬称略） 

（１）国土交通大臣表彰 

◇自動車関係功労者 

名海運輸作業㈱ 代表取締役社長  山本 敦 

     ◇道路運送事業等運転者永年勤続 

      ㈲宮崎運輸   運転者  1 名 

 

（２）中部運輸局長表彰 

◇団体職員     1 名 

◇運転者      1 名 

 

（３）中部運輸局愛知運輸支局長表彰 

◇団体役員  ㈱マルトク 代表取締役社長  杉本 和昭 

◇団体職員     1 名 

◇運転者      1 名 
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（４）中部運輸局優良事業者表彰(安全性優良事業所) 

◇42事業所 

 

（５）中部運輸局愛知運輸支局優良事業者表彰(安全性優良事業所) 

◇ 35事業所 

 

（６）警察関係表彰 

◇交通栄誉章「緑十字金章」 

・運転者      1名 

◇交通栄誉章「緑十字銀章」 

・運転者      1名 

◇中部管区警察局長・中部交通安全協会長連名表彰 

・運転者      13名 

◇交通栄誉章「緑十字銅章」 

・運転者       25名 

◇愛知県警本部長・愛知県交通安全協会長連名表彰 

・運転者        70名 

 

（７）全日本トラック協会表彰関係 

◇全ト協表彰規程による表彰 

・事業役員   大宝運輸㈱     代表取締役社長 小笠原 忍 

㈱マルタパワーズ  代表取締役    林 卓司 

丸一運輸㈱     代表取締役   小林 義史 

安達包運倉庫㈱   代表取締役社長 安達 正明 

㈱ホーコー     代表取締役   西影 篤範 

坪内運輸㈱     代表取締役   坪内 志郎 

㈲ティーエスライン 代表取締役   植松 力 

西部運輸㈱     代表取締役   細井 信廣 

渥美運輸㈱     代表取締役   石川 昌義 

・優良運転者    1 名 

◇優良運転者顕彰 

・金十字章     54 名 

・銀十字章    115 名 

 

（８）全ト協「正しい運転・明るい輸送運動」表彰 

◇9事業所 

 


